
別紙様式 

令和５年度（２０２３年度）学校版環境ＩＳＯへの取組 

＜ 学校名：合志市立合志南小学校 ＞ 

１ 取組の概要報告 

（１）取組の概要 

項目 活動の様子（写真） 取組の実際 

宣言 

 

 

 

 

 

【ポスターによる呼びかけ】 

【合志南っ子環境 ISO宣言】※◎は重点事項 

○清掃時は、バケツ 1杯の水で掃除をします。 

◎節電のために、教室を出る時は必ず部屋の電気と電子黒板を

消します。 

◎ごみ出しの日は、袋をまとめてビニル袋の節約をし、分別や

リサイクルをします。 

行動 

・ 

記録 

 

【こまめに画面を消す】 

 

 

 

 

 

【ごみを分別する】 

 

 

 

 

 

 

【学級の花だん】 

【節電・節水について】 

〇児童に意識させるために児童の係や当番で、電灯を消すよう

にしている。オンライン配信やタブレットの導入で電子黒板

の使用頻度が高くなっているが、移動教室や昼休みには画面

を消すようにしている。 

【ごみの分別、リサイクルについて】 

〇各教室のごみ箱は、燃えるごみとプラごみに分別している。

また、ビニル袋の使用を減らすために、ごみはまとめて出す

ようにしている。 

〇環境・美化委員会がリサイクルボックスを設置しているた

め、各教室で出る紙類についても、リサイクルができてい

る。 

○赤十字委員会がペットボトルキャップの回収を行っている。 

【校内の環境美化について】 

〇環境・美化委員会では、ごみ箱や扉の溝など、ごみがたまり

やすいところがきれいかどうか、定期的に調べた。また、掃

除用具の点検も行った。 

〇栽培・緑化委員会では、校内の緑化のため、花の苗を植えて

いる。 

 

見直し 

 

【ペットボトルキャップ回収】 

〇環境・美化委員会の児童を中心に、日常的にごみの分別やごみ

出し活動に力を入れて取り組んで、成果も出ているので引き

続き継続していく。同時に、給食前後の節水呼びかけや、昼休

みの節電チェック・呼びかけ活動等も更なる取組の工夫をし

ていきたい。 

〇ペットボトルキャップ回収の取組など、リサイクルについて  

 理解はしているものの、教室で出るごみの分別ができていな 
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いときがあった。ちょっとした行動がリサイクルにつながる

ことを意識させていきたい。 

 

（２）成果と課題 

成 果 課 題 

〇環境・美化委員会の継続的な活動によって、ご

みの分別やゴミ出しがきちんとできており、ご

みステーション周辺の整理がきちんと保たれて

いる。また、ペットボトルキャップ回収では、

回収の量も多く、地域の方々の協力も得ること

ができており、成果を実感することにつながっ

ている。 

〇各教室でごみ箱を視覚化し分別しやすくするな

どの工夫をすることにより、ごみ袋の使用量が

減少している。 

○新型コロナウイルスやインフルエンザなどの感

染症拡大防止のため、窓を開けたままエアコン

を使用したり、給食時の手洗いを水道の水を出

したまま行ったりしたため、電気使用量、水道

使用量とも増加傾向にある。今後、感染症予防

と節電・節水を両立させるような工夫が必要で

ある。 

〇委員会や係の児童の活動は活発であり、今後、

各学級での声かけ等を充実させることにより、

一人一人の児童の意識を高めていきたい。 

 


